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【第１部会】 

《審議の概要》 

 ・現在の第六次総合計画では、中心市街地の活性化が政策の中心となっていた。今後５年間は中心
市街地だけでなく地域のまちづくりの方向性を示す必要がある。 

 ・「交通」「空き家」「地域資源」をキーワードとし、主に周辺部のまちづくりについて、必要な視点を検討。 

 ・主に政策 1について議論を深めた。政策 2～4の分野である社会基盤（道路や河川、下水、水、ガス
など）は必要不可欠なものなので、内容については基本的に市素案のとおりとする。 

 

《政策・施策への反映の方向性》 

 ・地域のまちづくりに関する施策を政策へ引き上げる。 

 ・3 本あったインフラに関する政策を 1 つの政策にまとめ、公共施設の維持管理等に民間活力を取り
入れていく方向付けをする。 

 ・以上の結果、政策を「まちなか」「地域」「インフラ」の 3 本に組替える。 

 

《複数部会に関する意見》 

 ・まちづくり活動の拠点づくりが大切。 

 ・農林水産物を地域資源として売り込むとよい。 

 ・民間資金・ノウハウを活用した公共施設の施設整備・管理運営の方法を検討する必要がある 

《計画全体に関する意見》 

 ・計画の継続性を保つことも重要。将来都市像や基本目標の大きな方向性は、六次総を引き継ぐこと
には異論なし。 

 

 

【第２部会】 

《審議の概要》 

 ・政策・施策を順に見ながら現在取り組んでいる事業を参考に、足りない視点がないか検討した。 

 

《政策・施策への反映の方向性》 

・基本的な政策・施策は変えず、以下のような視点を新たに取り入れる。 

  ⇒・総合ボランティアセンターをボランティアの拠点とする 

・子育て世代への総合的な支援の充実 

・老朽危険空き家等への適正な管理 

・リーダー的立場の女性を育成する 

 

《複数部会に関する意見》 

 ・ボランティアや各種活動の拠点とする仕組みづくりができるとよい。 

 ・自転車を利用しやすくする環境整備が必要。 

《計画全体に関する意見》 

 ・福井ならではの視点で政策・施策を考える必要がある。 

 ・政策・施策にメリハリをつける。 

 

 

【第３部会】 

《審議の概要》 

 ・各種資料（六次総の実施状況、他市の事例、ＳＷＯＴ分析、総合戦略）を参照しながら議論を進め
た。 

 

《政策・施策への反映の方向性》 

 ・政策の構成を見直し、1 次、2 次、3 次産業の順に再整理する。 

 ・商工業の振興に関する政策に、新事業の創出等に関する施策を追加する。 

 

《複数部会に関する意見》 

 ・雇用政策において、女性が能力を発揮できる環境づくりが必要。 

《計画全体に関する意見》 

 ・総合計画の前段部分の文章中などで、人口減少への危機感について記載する。 

 ・リアリティのある計画策定が必要。 

 ・可能な範囲で規模感が分かるような文言を入れることを検討する。 

 ・実行性のある実施計画が作られるような政策、施策にしなければならない。 

 

 

 

【第４部会】 

《審議の概要》 

 ・政策・施策のシートを順に見ながら現在取り組んでいる事業を参考に具体的な事業レベルについて
も議論し、足りない視点がないか検討した。 

 

《政策・施策への反映の方向性》 

・基本的な政策・施策は変えず、福井市の特徴が表れるようにする。 

  ⇒・例として「自然科学教育」「一乗谷朝倉氏遺跡や養浩館」「ドームシアター」 

 ・部会で議論になった重要な視点を施策の文言に追加する。（以下のような意見） 

  ⇒・子どもの教育には、普段学校で接することの少ない多様な大人が関わることが大切 

 ・若い感性のうちに生の芸術に触れたり、自然体験をするなどの経験が重要 

 ・国体を機に、組織されるボランティアなどが継続していける仕組みが必要 

 ・文化財や歴史資料は、保護だけではなく活用されることも大切 

 

《複数部会に関する意見》 

 ・人口が減っていくなか、学校や地域の施設の最適化が必要ではないか。 

《計画全体に関する意見》 

 ・事業を政策や施策に引き上げたり、より具体的な文言を入れることも必要ではないか。 

  部会審議内容報告 


